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司会はジョン・カビラさんと東海林克江さん

2009年6月2日、第46回ギャラクシー賞贈賞式がウェス
ティンホテル東京（恵比寿）のギャラクシールームで開催さ
れた。全国から集まった放送、広告、芸能関係者は約550名。
テレビ、ラジオ、CM、報道活動の各
部門の入賞作品が表彰され、その
中から〈大賞〉〈優秀賞〉の栄
冠に輝いた作品が発表された。

個人賞に輝いた
二宮和也さん
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応
募
作
品
の
審
査
と
オ
ン
エ
ア
の
視
聴

か
ら
選
ば
れ
る
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
。
そ
の

独
自
の
審
査
方
法
か
ら
、
放
送
作
品
・
関

係
者
に
贈
ら
れ
る
賞
と
し
て
「
国
内
で
最

高
の
栄
誉
」
と
も
言
わ
れ
る
。

そ
の
栄
誉
に
浴
す
る
た
め
に
今
年
度
、

応
募
・
選
奨
さ
れ
た
作
品
は
四
部
門
合
わ

せ
て
六
〇
〇
本
余
。
放
送
批
評
懇
談
会
が

一
年
間
を
か
け
て
選
び
抜
い
た
優
秀
作
品

の
中
か
ら
、
栄
え
あ
る
優
秀
賞
・
大
賞
が

発
表
さ
れ
る
。
参
加
者
の
期
待
と
緊
張
が

高
ま
る
な
か
、
式
典
は
開
幕
し
た
。

■
Ｃ
Ｍ
部
門

表
彰
は
Ｃ
Ｍ
部
門
か
ら
。
参
加
作
は
シ

テレビ部門・大賞のトロフィを音好宏理事長から受け取るテムジンの中村豊さん

リ
ー
ズ
を
含
め
て
二
七
四
本
。
入
賞
し
た

一
三
本
は
い
ず
れ
も
「
不
況
の
中
で
も
、

『
買
っ
て
買
っ
て
』
と
い
う
よ
り
『
テ
レ
ビ

ら
し
い
使
い
方
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
』

と
工
夫
を
重
ね
た
」（
委
員
長
評
）
秀
作
だ
。

優
秀
賞
は
、
江
崎
グ
リ
コ
「
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｎ

Ａ
　
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
」
と
、
北
島
「
マ
ル
ボ

ウ
ロ『
佐
賀
の
空
の
下
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』」

の
二
作
品
。
グ
リ
コ
は
国
民
的
ア
ニ
メ

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
カ
ツ
オ
、
ワ
カ
メ
、
タ

ラ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
大
人
に
し
て
登
場
さ
せ

た
話
題
作
。
北
島
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

の
転
校
生
を
め
ぐ
る
地
元
少
年
ナ
カ
ム
ラ

君
の
ち
ょ
っ
と
切
な
い
心
象
を
描
い
た
ほ

ほ
え
ま
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
。
ど
ち
ら
も

【ラジオ部門・DJパーソナリティ賞】
サンプラザ中野くんさん（左）と宇多
丸さんのツーショットに会場が沸いた

表彰の楯を胸に立つ入賞者たち
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「
続
編
」
が
楽
し
み
な
シ
リ
ー
ズ
も
の
だ
。

大
賞
は
、
読
売
新
聞
「
シ
リ
ー
ズ
駅

伝
・
お
正
月
家
族
」。「
讀
賣
新
聞
」
の
広

告
な
の
に
、
登
場
人
物
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
Ｃ
Ｍ
で
お
馴
染
み
の
白
戸
家
。
白
い
犬

の
お
父
さ
ん
が
「
広
告
に
惑
わ
さ
れ
る
な
」

と
吠
え
る
の
も
笑
え
る
。
さ
ら
に
箱
根
駅

伝
や
掲
載
さ
れ
た
企
業
の
広
告
で
も
あ
り
、

広
告
欄
の
広
告
で
も
あ
る
と
い
う
、
実
に

複
雑
な
仕
掛
け
だ
。
受
賞
し
た
電
通
の
澤

本
嘉
光
さ
ん
は
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
読
売

さ
ん
、
流
し
た
の
は
日
テ
レ
さ
ん
、
箱
根

駅
伝
を
持
っ
て
い
る
博
報
堂
さ
ん
の
協
力

も
得
て
、
電
通
の
自
分
が
ト
ロ
フ
ィ
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
…
…
、
誰
に
な
ん
て
お

礼
を
言
え
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

会
場
を
沸
か
せ
た
。
大
胆
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
の
広
告
界
の
活
路

を
開
く
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
た
。

■
ラ
ジ
オ
部
門

ラ
ジ
オ
部
門
は
、
日
本
で
唯
一
の
「
Ｄ

【ラジオ部門・大賞】
「地方で単発のラジオドラマを作っていくのは難しいが、これを励みに次のステップを踏み出したい」
と語るエフエム福岡 取締役放送本部長の首藤裕さん（左）と、フリーディレクターの大塚一彦さん

Ｊ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
賞
」
か
ら
。

選
ば
れ
た
の
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
グ
ル
ー

ブ
、
ラ
イ
ム
ス
タ
ー
の
ラ
ッ
パ
ー
で
、「
ラ

イ
ム
ス
タ
ー
宇
多
丸
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

シ
ャ
ッ
フ
ル
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
宇
多
丸
さ
ん
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を

独
特
の
ト
ー
ク
で
斬
り
、
難
し
い
社
会
問

題
も
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
化
し
て
若
者

の
支
持
を
得
た
、
旬
の
存
在
だ
。

こ
こ
で
前
代
未
聞
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
起

き
た
。
ラ
ジ
オ
部
門
の
橋
本
隆
委
員
長
か

ら
ト
ロ
フ
ィ
を
受
け
取
っ
た
「
宇
多
丸
さ

ん
」
は
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
サ
ン
グ
ラ
ス
。

「
サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野
く
ん
に
よ
く
似
て
い

る
」
と
会
場
の
誰
も
が
思
っ
た
。
最
初
に

「
あ
れ
？
」
と
怪
訝
な
声
を
出
し
た
の
は
司

会
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ビ
ラ
さ
ん
。
読
み
上
げ

ら
れ
る
「
受
賞
の
挨
拶
」
を
聞
く
う
ち
に

「
も
し
や
？
　
ま
さ
か
！
」
と
会
場
も
事
態

を
飲
み
込
み
始
め
た
こ
ろ
「
影
武
者
」
と
し

て
登
場
し
た
の
が
本
物
の
宇
多
丸
さ
ん
。

意
表
を
衝
く
演
出
に
司
会
者
も
会
場
も
タ

【CM部門・大賞】
トロフィを受ける電通 エグゼクティブ・クリエーティブディレク
ター澤本嘉光さん。複雑な関係者のなかで利害の調整などは「死
ぬような苦労」だったとか……

OTONA GLICOで受賞の江崎
グリコ コミュニケーション本
部広告部長の服部聖一さん

【CM部門・優秀賞】

北島「佐賀の空の下で～」電通
九州 シニア・クリエーティブ
ディレクター植原政信さん

発表に満面の笑みと歓声で応
えたかでかるさとしさんの挨
拶は、元気に溢れた沖縄言葉

秋田放送 ラジオ局ラジオ制作
利部昭勇さん。制作途上の鐘
の行方をこれからも追う予定

ニッポン放送制作部アナウンス
ルーム上柳昌彦さんは第41回
DJパーソナリティ賞受賞者

【ラジオ部門・優秀賞】
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ジ
タ
ジ
。
で
も
十
分
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
。実

は
、
こ
の
Ｄ
Ｊ
賞
と
テ
レ
ビ
部
門
の

個
人
賞
だ
け
は
、
式
よ
り
も
前
に
公
表
さ

れ
る
。「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
シ
ャ
ッ
フ
ル
」

で
は
、
こ
の
贈
賞
式
で
「
ど
ん
な
い
た
ず

ら
を
す
る
か
」
リ
ス
ナ
ー
と
盛
り
上
が
っ

て
い
た
ら
し
い
。

＊

続
い
て
番
組
の
表
彰
に
移
っ
た
。
今
回

の
参
加
は
六
三
作
品
。
昨
年
よ
り
も
数
は

減
っ
た
も
の
の
質
は
粒
ぞ
ろ
い
。
選
考
は

「
激
論
に
つ
ぐ
激
論
だ
っ
た
」
と
委
員
長
。

入
賞
は
八
本
で
、
優
秀
賞
は
三
本
。
琉

球
放
送
「
か
で
か
る
さ
と
し
の
『
チ
ム
ど

ん
ぱ
あ
く
』」
は
、
と
に
か
く
楽
し
い
地
域

密
着
型
ワ
イ
ド
。
秋
田
放
送
の
Ａ
Ｂ
Ｓ
ラ

ジ
オ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
熊
谷
先
生
の
平
和
の

鐘
」
は
、
武
器
を
材
料
に
鐘
を
作
る
高
校

教
師
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
紹
介
。
ニ
ッ

ポ
ン
放
送
「
上
柳
昌
彦
　
土
曜
日
の
う
な

ぎ
」
は
、
一
つ
の
街
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

音
と
喋
り
だ
け
で
東
京
の
息
遣
い
を
伝
え

る
二
時
間
半
の
生
中
継
だ
。

大
賞
は
、
エ
フ
エ
ム
福
岡
「
聞
こ
え
な

い
声
〜
有
罪
と
無
罪
」。
ミ
ス
テ
リ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
、
裁
判
員
制
度
が
学
べ
る

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
だ
。
多
く
の
Ｆ
Ｍ
局
が
ワ

イ
ド
を
主
流
と
す
る
な
か
で
、
年
に
一
本

ず
つ
ド
ラ
マ
を
作
り
続
け
て
三
年
。
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
大
塚
和
彦
さ
ん
の
努
力
が
、
三

本
目
に
し
て
大
賞
に
結
実
し
た
。「
ラ
ジ

オ
の
本
質
は
音
。
そ
の
音
が
聞
こ
え
な
か

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
」（
大
塚
）
と
い
う
意
欲
作
だ
っ
た
。

■
報
道
活
動
部
門

報
道
活
動
部
門
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
今

回
二
九
本
。
六
本
が
入
賞
を
果
た
し
、「
発

表
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
、
煽
り
す
ぎ
る
報

道
が
多
い
中
で
、
ま
っ
た
く
違
う
レ
ベ
ル

の
高
い
作
品
が
集
ま
っ
た
」（
委
員
長
評
）。

優
秀
賞
は
、
朝
日
放
送
「
消
費
者
不
在

〜
幻
の
魚
　
ク
エ
偽
装
」。
高
級
魚
の
驚

朝日放送 報道局記者の半田俊
介さん。「作るのでなく、ありの
ままを描くことに力を入れた」

【報道活動部門・大賞】
上：高々とトロフィーを掲げる日
本海テレビジョン放送 報道制作
局報道制作部次長 福浜隆宏さん
「地域から日本を変えていく一つ
のベクトルを評価されて、本当に
嬉しかった」と喜びを　みしめた

左：右はディレクターを務めた報
道制作局長古川重樹さん

【報道活動部門・優秀賞】

札幌テレビ放送 報道制作局報
道部副部長の山谷博さん。「小
さな石ころを拾ってようやく
積み上げた20回でした」

【テレビ部門・特別賞】
数々のドラマをプロデュースしてきた中村敏夫さん。両巨匠を説得したのはまさに快挙。サプライ
ズゲストの伊藤蘭さんは「オレゴンから愛」（1984）、陣内孝則さんは「ライスカレー」（1986）以来
のつきあい
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く
べ
き
実
態
を
暴
い
た
調
査
報
道
だ
。

も
う
一
本
は
、
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
の
Ｓ

Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
・
シ
リ
ー
ズ
「
そ
こ
に
あ

る
地
球
温
暖
化
」。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
北
海
道
だ
け
に
温
暖
化
の
取
材
は
困

難
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
成
果
だ
。

大
賞
を
獲
得
し
た
の
は
、
日
本
海
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
　
校
庭
芝
生
化
普
及
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
　
だ
っ
た
。
利
用
者
自
身
が

校
庭
に
芝
生
を
植
え
る
　
鳥
取
方
式
　
は

ロ
ー
コ
ス
ト
、
農
薬
な
し
、
雑
草
抜
き
な

し
。
五
年
に
わ
た
る
地
元
局
の
誠
実
な
報

道
で
、
そ
の
動
き
は
今
や
全
国
に
広
が
っ

て
い
る
。
一
人
の
ア
イ
デ
ア
を
局
が
応
援

し
続
け
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
々
が

変
わ
り
、
行
政
ま
で
動
か
し
た
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
の
真
骨
頂
を
示
し
た
。

■
テ
レ
ビ
部
門

テ
レ
ビ
部
門
に
は
、
番
組
の
表
彰
の
ほ

か
に
特
別
賞
と
個
人
賞
が
あ
る
。

特
別
賞
は
中
村
敏
夫
さ
ん
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
開
局
五
十
周
年
に
、
倉
本
聰
と
山
田
太

一
の
連
続
ド
ラ
マ
を
続
け
て
送
り
出
し
た

統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
だ
。「
風
の
ガ
ー

デ
ン
」
で
一
人
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
宮
本
理

江
子
さ
ん
）
に
す
べ
て
の
回
の
演
出
を
任

せ
た
の
は
、
現
在
の
連
ド
ラ
で
は
稀
有
な

こ
と
。

「
風
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
伊
藤
蘭
さ
ん
と

「
あ
り
ふ
れ
た
奇
跡
」
の
陣
内
孝
則
さ
ん
も

駆
け
つ
け
て
祝
福
し
た
。

＊

個
人
賞
は
二
宮
和
也
さ
ん
に
。
同
年
代

の
役
者
の
中
で
ひ
と
き
わ
光
る
感
性
を

「
流
星
の
絆
」「
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｄ
Ｏ

Ｏ
Ｒ
」
な
ど
で
見
せ
て
く
れ
た
。
黒
の
タ

キ
シ
ー
ド
で
登
場
し
、
弾
ん
だ
笑
顔
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
。「
終
わ
っ
た
作

品
の
名
前
を
後
に
な
っ
て
聞
け
る
の
は
、

【テレビ部門・個人賞】嵐として絶大な人気を誇る一方で、演技者として確かな評価を積んできた二宮和也さん

【テレビ部門・マイベストテレビ賞】
受賞に喜ぶ「流星の絆」プロデューサーの那須田淳さん（右）、
磯山晶さん、主演の二宮和也さん。「原作はミステリーですが、
僕らは青春ドラマが作りたかった」と那須田さん

プレゼンターは一般視聴者から選ばれた

〃

〃

〃

〃
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す
ご
く
意
味
の
あ
る
作
品
に
参
加
で
き
た

と
い
う
こ
と
」。

嵐
　
と
俳
優
の
切
り
替

え
を
聞
か
れ
る
と
、「
嵐
で
は
ペ
ラ
ペ
ラ

喋
っ
て
い
る
が
、
ド
ラ
マ
で
は
暗
い
役
が

多
い
の
で
、
自
然
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
」。

演
技
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
普
通
に
居
る
こ
と
」

だ
と
語
っ
た
。

＊

視
聴
者
が
い
い
番
組
を
見
い
だ
し
、
い

い
番
組
を
育
て
て
い
く
た
め
の
マ
イ
ベ
ス

ト
Ｔ
Ｖ
賞
も
三
回
目
。
視
聴
者
が
選
ん
だ

グ
ラ
ン
プ
リ
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
流
星
の
絆
」。
東

野
圭
吾
の
シ
リ
ア
ス
な
原
作
に
宮
藤
官
九

郎
の
コ
ミ
カ
ル
な
脚
本
と
い
う
、
絶
妙
な

組
み
合
わ
せ
が
話
題
に
な
っ
た
。

受
賞
者
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
那
須
田

淳
さ
ん
と
磯
山
晶
さ
ん
、
主
演
の
二
宮
和

也
さ
ん
も
再
び
登
壇
。
磯
山
さ
ん
が
こ
の

賞
を
受
け
る
の
は
、
昨
年
に
続
い
て
二
度

目
だ
。
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
の
プ
レ
ゼ
ン
タ

ー
は
、
投
票
に
参
加
し
た
一
般
視
聴
者
か

ら
選
ば
れ
る
。
今
年
は
横
浜
在
住
の
大
学

生
が
そ
の
役
を
担
っ
た
。

＊

贈
賞
式
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
。
二
五
六

本
の
テ
レ
ビ
番
組
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
一

四
本
が
表
彰
さ
れ
た
。
ド
ラ
マ
が
三
本
も

入
賞
し
た
の
は
久
し
ぶ
り
。
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
三
本
の
ほ
か
は
、
す

べ
て
地
方
局
の
作
品
だ
。

優
秀
賞
の
一
本
目
は
東
海
テ
レ
ビ
放
送

「
光
と
影
〜
光
市
母
子
殺
害
事
件
　
弁
護

団
の
３
０
０
日
」。
弁
護
団
バ
ッ
シ
ン
グ

を
煽
る
メ
デ
ィ
ア
と
は
一
線
を
画
し
て
、

弁
護
団
に
密
着
取
材
。
制
作
者
自
身
へ
の

バ
ッ
シ
ン
グ
に
も
負
け
な
か
っ
た
勇
気
あ

る
制
作
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
。
ト
ロ
フ
ィ

を
受
け
た
齊
藤
さ
ん
は
「
制
作
し
た
と
き

は
、
妻
か
ら
『
こ
ん
な
冷
た
い
人
と
は
思

わ
な
か
っ
た
』
と
一
週
間
口
を
き
い
て
も

ら
え
な
か
っ
た
が
、
こ
の
受
賞
で
理
解
し

て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
会
場
を
笑

わ
せ
た
。

二
本
目
は
毎
日
放
送
の
映
像
'08
「
彼
女

は
嘘
を
つ
い
た
の
か
」。
供
述
だ
け
で
有

罪
に
な
る
痴
漢
裁
判
。
冤
罪
の
現
状
を
伝

え
た
ル
ポ
で
、
被
害
者
を
名
乗
る
女
子
高

生
の
取
材
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

三
本
目
の
優
秀
賞
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ

マ
「
お
買
い
物
」。
渋
谷
を
訪
れ
た
老
夫
婦

の
気
持
ち
の
高
ぶ
り
が
胸
に
響
い
た
。
主

演
（
久
米
明
さ
ん
、
渡
辺
美
佐
子
さ
ん
）

の
平
均
年
齢
は
八
十
歳
。
ベ
テ
ラ
ン
の
演

技
が
上
質
の
ド
ラ
マ
を
生
み
出
し
た
。

そ
し
て
、
注
目
の
大
賞
に
輝
い
た
の
は
、

日
本
放
送
協
会
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集

「
�
認
罪

〜
中
国
撫
順
戦
犯
管
理
所
の
６

年
」。
五
十
数
年
前
に
中
国
で
行
わ
れ
た

�認
罪

。
元
日
本
兵
の
証
言
を
て
い
ね
い

に
積
み
重
ね
た
「
重
さ
」
が
認
め
ら
れ
た
。

長
年
、
中
国
の
歴
史
と
民
衆
の
生
活
を
取

材
し
続
け
て
き
た
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
テ

ム
ジ
ン
な
ら
で
は
の
作
品
だ
。

音
好
宏
理
事
長
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
を
受
け

た
テ
ム
ジ
ン
の
中
村
豊
さ
ん
は
「
僕
は
た

だ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
話
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
だ
け
」
と
語
っ
た
が
、
当
時
の
日
本

社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
に

温
か
い
眼
差
し
を
向
け
、
き
ち
ん
と
話
を

聞
き
出
し
た
意
義
は
大
き
い
。
歴
史
に
埋

も
れ
た
　
真
実
　
を
掘
り
起
こ
す
地
道
な

姿
勢
に
心
か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
。

【テレビ部門・大賞】
左からテムジン・ディレクター中村豊さ
ん、NHKエンタープライズ大門博也さん、
NHK堤啓介さん、テムジン・プロデュー
サー矢島良彰さん。５年以上かけて集め
られた証言があぶり出す“認罪”の意義
が、50年の時を経て日本社会に問われた

東海テレビ 報道局報道部ディ
レクター齊藤潤一さん。プロ
デューサーの阿武野勝彦さん
とは昨年の大賞受賞コンビ

毎日放送 報道局次長兼番組セ
ンターシニアディレクター里
見繁さん。制作の動機は「明日
は我が身」に会場は大爆笑

NHK制作局第２制作センター
ドラマ番組プロデューサー岡
本幸江さん。「主役2人の演技
を私も堪能させていただいた」

【テレビ部門・優秀賞】

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃


